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講演の目的
ハラスメント問題を個人攻撃でなく倫理と法令遵守の視点で整理し相互理解
を深めます。
現場の課題
時間制約や人的資源不足により無意識の言動が生じ、対立が起きやすい状況が
あります。
共通認識の確認
医師・MSW・ケアマネは対等なパートナーであり患者の尊厳を守る専門職であ
ることを確認します。
改善の視点提示
具体事例で摩擦を可視化し、現場で実践できる改善策を提案します。

講演の目的と位置づけ



多様なハラスメントの形態
暴言や威圧だけでなく、無自覚な言動や心理的圧力も医療現場のハラスメント
に含まれます。
退院支援と在宅移行の課題
急ぎの対応が配慮不足な言動を生み、病院と地域間の誤解や摩擦が発生します。
構造的問題としての理解
ハラスメントは個人の問題ではなく、組織や環境の構造的問題として捉える必
要があります。
信頼関係と連携の重要性
ハラスメント放置は信頼関係を損ない連携を弱め、患者に悪影響を及ぼします。

医療・介護現場におけるハラスメントの現状



専門職の異なる役割
医師、MSW、ケアマネージャーは異なる専門性を持ち、患者の安全と生活の質
向上を共に目指します。
誤った力関係の問題
医療側が上位と見なされる誤った認識は、ハラスメントの原因となることがあ
ります。
対等な連携の重要性
立場の違いを尊重し、役割の違いを理解することが健全なコミュニケーション
の基盤です。

対等な専門職連携という基本姿勢



病院と地域でよく起こる
ハラスメント事例



急な退院の背景
病院側は病床管理や次患者対応で早期退院を求める現実的な事情があります。
地域ケアの準備負担
ケアマネージャーは在宅サービス調整や家族説明など多くの準備を短時間で行
う必要があります。
心理的圧力と摩擦
急な連絡はケアマネージャーへ強い心理的圧力を与え、摩擦やハラスメントの
原因となります。
改善の視点
双方の事情を尊重し、情報共有のタイミングと伝え方の改善が必要です。

事例①急な退院調整がもたらす摩擦



情報の相違
本人・家族の希望とケアマネージャーの把握情報にギャップが存在しやすい状
況です。
生活実態の把握
ケアマネージャーは訪問経験から家族の疲労や支援限界を理解しています。
コミュニケーション不足の影響
情報共有不足は対立を生み、ハラスメントの原因になる恐れがあります。

事例②本人・家族の主張と情報の食い違い



無自覚な言葉の影響
無自覚な言葉は相手に心理的負担を与え、ハラスメントの原因となることがあ
ります。
誤解されやすい発言
期待や信頼の表現でも、受け手には責任の押し付けや能力否定と感じられるこ
とがあります。
配慮の重要性
自身の影響力を自覚し、相手の受け取り方を考える倫理的配慮が必要です。

無自覚な言葉が与える心理的影響



倫理・法令遵守とハラスメント防止



信頼関係の損失
ハラスメントは専門職間の信頼を損ない、必要最低限の連絡しか行われなくな
ります。
情報共有の質低下
連絡が減ることで情報共有の質が下がり、退院支援や調整が形骸化します。
患者への悪影響
支援不足やリスク見落としにより患者・利用者が不利益を被り、倫理的問題と
なります。
組織への影響
ハラスメントは組織全体の風土と連携体制に悪影響を及ぼし、問題対処の早期
対応が重要です。

ハラスメントが連携に与える悪影響



専門職倫理の重要性
医療職・介護職は利用者の尊厳尊重と専門職間の敬意ある関係を重視します。
ハラスメント防止義務
職場でのハラスメント防止は法令上の重要な義務として位置づけられています。
法令遵守の意義
法令遵守は安心して意見を述べ、専門性を発揮するための基盤となります。
建設的対話の促進
倫理と法令の共通理解により感情論を超えた建設的な対話が可能になります

専門職倫理と法令遵守の基本



患者中心の視点
患者の生活と尊厳を最優先に考える視点は、専門職の連携の基盤となります。
意見対立時の共有価値
意見が対立した際に、安全と尊厳を守る共通の問いを持つことが重要です。
ハラスメント防止と倫理的連携
患者中心の目的確認により、不要な対立やハラスメントを防ぎ協力関係を築き
ます。

患者中心の視点に立ち返る重要性



現場で実践できる改善策とまとめ



改善策 早期・双方向の情報共有

早期情報共有の重要性
退院が見えた段階で早期に情報を共有すると現実的な調整がしやすくなります。

双方向コミュニケーション
単なる依頼ではなく課題と可能性を双方で擦り合わせる姿勢が大切です。

書式と情報整理の工夫
適切な書式や整理が誤解や感情的対立を防ぐ重要な役割を担います。



改善策 退院時期を予測する（明石医療センター版）

研修会参加者の方のみの情報提供です



ハラスメント防止の本質
ハラスメント防止は特別な努力ではなく、日常の連携の質向上の一部です。
立場の理解と対話
異なる役割を理解し敬意を持って対話することが効果的な連携を促進します。
患者中心の医療・介護
倫理と法令順守を実践し、患者中心の質の高い医療・介護につながります。
日常の関わり見直し
本講演の内容が日々の言動や関わり方を見直すきっかけとなります。

患者中心の視点に立ち返る重要性

今日の内容が、明日からの一言や１つの関わり方を見直すきっかけになれば幸いです。
ご清聴ありがとうございました。


